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闘を度々受けたn 今後もこの分野でシンクロトロ

ンユーザーが，増え続けていくことは間違いない。

d研究会報告b

抜射光第 3~第 4 号 ( 1 990年)

(高エネルギ一物理学研究所渡溢(d久)

「 シンクロトロン政射X線と中性子による

結品回折の相補的応ffi J 国際会議に参加して

東京学芸大学教育学部 枚同一道

フランスのホルドーで行われた国際結品学辿合

第 15回研究集会の付属会議として.ョ長"己の国際会

品か 7 月 30日から 8 月 l 口までグルノーブルに近

いアルプデュエで行われた。会議はアルブテ'ュエ

のスポーツセンターを会場にして行われ，参加者

はそれぞれスキー客用のホテルやロッジに分宿し

た。研究発表は午前とタ)jに設けられた伺侍講簡

と 2日自の夕食後に設けられたポスターによって

行われた。毎円午後は自由時間で.天候にめぐま

れたこともあり. )j(，何見物等各人それぞれこの時

間を有効に使っていた。招待講演の数は全部で2l

あり，ポスターの数は全部で30程度であった。 こ

れらは.X線と中性子を相補的に使って.例えば

核共鳴散乱を調べたりトポグラフを調べたような

いくつかの研究例ι 中性チと放射光X線による

結品の構造決定に関する冊究.および生体・磁性

体 ・ 長d五等を対象とする中性子又は披射光X線に

よる研究等である。これらのうちX観磁気i枚目lに

関する研究発表は招待講演で3 つポスターで 6 つ

行われた。

私には「常上頭金属磁性体によるX線共同磁気

散乱j という題目が与えられていた X線共鳴磁

気散説はわれわれがNiの K吸収拘で見い出し現

象で.スピンに依存する相互作用によ勺て生ずる

共鳴型の磁気散乱である。しかしながら今回発表

する予定になっていたGdの L1I. L皿吸収端に見

出された現象には上で述べたようなX線共鳴磁気

倣乱では十分説明できない点が 2 ・ 3 あ勺た。 こ

の会議に~加し.ハノン ・ カラ ・ アルタレ IJ ーら

の理治家と議請をする機会を得て.われわれの観

察したGdL 日 .Lffi吸収端における非対祢度は.

ギブスらがHoの超格千反射に見い出しハノンら

によって用論づけられた共鳴交換散による現象で

あることを踏信するに到り.会議ではそのような

巨旨の発表を行った。 X磁気散乱に関する9つの

発表のうち 7 つまでもが共問噌の散乱に関する研

究で.この会識のまとめの中でランダーか.今回

の会議の特敵と今後の発展の方向として， X線の

肱共吻プラッグ散乱や.中性下の核共鳴散乱む含

めて，共鳴散乱の重要性を指摘 L ていたことに住
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目したい。

ところで，私の発表が上で述べたような顛末を

とるに到った発端はこの会議に先立つてアメリカ

のノックスヴィルで行われたX-90に参加したこ

とにあった。また，上で述べたような思考の発展

はX-90からこの会議に参加する途中で立ち寄っ

たワーウィク大学やダルスペリー研究所やドイツ

電子シンクロトロン研究所で出会った研究者たち

との議論およびこの会議で会ったハノン・カラ・

アルタレリーら理論家たちとの議論によるところ

が大きい。このことを考えるとき研究の発展に
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とっていかに研究所者環境が重要かということを

強く感じさせられる。ブルックヘヴンやESRF等

欧米のシンクロトロンファシリテーには研究所内

外にいい実験家がいて，回りにはいい理論家が集

まっており，何か新しい実験的発見があると寄っ

てたかつて解決してしまう気風と条件にあるよう

に恩われる。日本には，少なくとも私の回りでは，

そのようなダイナミズムは少ないように感ぜられ

る。このことはその責にある人々の一考を要する

問題ではないだろうか。
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